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教育学においてＩＣＴを活用して主体的な 
学びに転換するための授業改善の提案 

～教職課程での実践を中心に～ 
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教職課程教育の課題 

2015（平成27）年5月14日 教育再生実行会議第七次提言 
 「これからの時代に求められる資質・能力と、それを培う教育、 
  教師の在り方について」    

 

教職課程再課程認定へ 

2015（平成27）年12月21日  中央教育審議会答申 
 「これからの学校教育を担う教員の資質能力の向上について 
 ～学び合い、高め合う教員育成コミュニティの構築に向けて～」 

 
 

（１）アクティブ・ラーニングの推進 
（２）ＩＣＴ活用による学びの環境の革新と情報活用能力の育
成 
（３）新たな価値を生み出す創造性、起業家精神の育成 
（４）特に優れた才能を有する人材の発掘・育成 
keywords：チーム学校、教職課程の質保証、教師インターン制度 



学習指導要領の改訂（2017年3月） 

平成２８年１２月２１日 中教審答申「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び
特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について」 

知識の理解の質を高め、資質能力を育む

「主体的・対話的で深い学
び」 

各学校におけるカリキュラ
ム・マネジメントの確立 

 ＜主な改善事項＞          ＊学習内容の削減は行わない 

言語能力の確実な育成、理数教育の充実、伝統や文化に関する教

育の充実、道徳教育の充実、体験活動の充実、外国語教育の充実 

＋初等中等教育の一貫した学びの充実、主権者教育、消費者教育、防災・安全

教育などの充実、情報活用能力（プログラミング教育を含む）、部活動、子どもた

ちの発達の支援（障害に応じた指導、日本語の能力等に応じた指導、不登校等） 



新しい学習指導要領の枠組み 
①「何ができるようになるか」 
  （育成を目指す資質・能力） 

②「何を学ぶか」 
  （教科等を学ぶ意義と、教科等間・学校段階間のつなが  
   りを踏まえた教育課程の編成） 

③「どのように学ぶか」（各教科等の指導計画の作成と   
   実施、学修・指導の改善・充実） 

④「子供一人一人の発達をどのように支援するか」   
  （子供の発達を踏まえた指導） 

⑤「何が身についたか」（学習評価の充実） 

⑥「実施するために何が必要か」（学習指導要領等の 
   理念を実現するために必要な方策） 



資質・能力の３つの柱 
（何ができるようになるか） 

学びを人生や社会に活かそうとする 

「学びに向かう力・人間性」の涵養 

未知の状況にも対応できる 

「思考力・判断力・表現力等」
の育成 

生きて働く 

「知識・技能」の修得 

何を理解しているか、何
ができるか 

理解していること・できることを
どう使うか 

どのように社会・世
界と関わり、より良
い人生を送るか 



私情協・教育学教育における学士力 

•学びの意義と教育の必要性を論理的、
分析的に説明できる 

到達目標1 

•実態に応じた学びを教育として設計、
実施、評価、改善のデザインができる 

到達目標2 

•直面する課題や問題に自らが積極的
に関心を持つことができる 

到達目標3 

•教育学を学んだものとしての責任と義
務について、その重要性を自覚できる 

到達目標4 



到達目標1②「学びの意義、教育の必要性を他
者に伝えることができる」の授業デザイン 



「学びの転換」について 
人権教育における「水俣
病」についてのグループ

学修と発表 

課題探究 

教育原理における「体罰
の是非」についてのディ

ベート 

討 論 

教職入門における「理想
の教師像」についての討

論と発表 

意見発表 

課題レポートの作成 

教員による関連図書・映
像等の紹介 

自律的な調べ
学修 



オンライン学習支援のシステム例 

筑紫女学園大学 筑女ネット 

学内での受講者向けの連絡、掲示板、資料の公開、ア
ンケートなどに活用できる 

⇒予習として授業前に課題を与えたり、 
事後（復習）として学生の提出課題等の 
ファイルデータをアップしておくことは可能 

授業内外での討論や意見交換の時間の増大に有益 



本学の事例（筑女ネット） 



本学の事例（筑女ネット） 



大学におけるネット利用の問題点 

• 受講生以外の利用に制限がある 

  ⇒学外関係者、上級学年も不可 

• 動画などデータ量の大きいものはアップできない
大学が多い 

• WiFi環境が不十分で利用できない教室も 

• アーカイブの保存期間が限られている（３年） 

しかし、近隣の学校や卒業生、他大学の先生
方とのネットワーク自体はある 

課題：どのようにして外部人材と繋がるか 

W大；マイクロ・ティーチングの動画をネットを通じて
卒業生に見てもらい評価を受けている 


